大阪府監査委員告示第11号
地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第12項の規定により、大阪府教育委員会から監査の結果に基づき措置を講じた旨の通知があったので、同項の規定により当該通知に係る事項を次のとおり公表する。
平成26年３月18日
大阪府監査委員　磯部　　洋
同　　　　　　　赤木　明夫
同　　　　　　　清水　涼子
同　　　　　　　和田　秋夫
同　　　　　　　中川　隆弘
指摘事項に対する措置
（教員特殊業務手当の支給事務について）
	監査対象機関名
	大阪府立高槻北高等学校

	監査実施年月日
	平成25年２月12日

	監査の結果
	措置の状況

	教員特殊業務手当の支給事務について、本来受給することができない正規の勤務時間内や夏期特別休暇取得日に、部活動の指導業務として同手当の報告が行われ、手当が支給されているものがあった。

また、各府立学校において同様の事例がないかを、教育委員会事務局自らが調査等を行うことにより改めてチェックし、厳正に手当支給事務を執行するよう指導を徹底されたい。

（なお、この指摘事項は、教育委員会事務局教職員室教職員企画課に対する指摘事項ともする。）
	（措置した機関：高槻北高等学校）

手当を受給した者について再確認を行った結果、指摘のあった日以外にも同様に手当が支給されていたケースがあったため当該職員に早急に返納するように指導し、事務手続を行って戻入した。

また、指摘のあった部活動指導業務手当のうち、システム上で承認状態を取り消す必要があったものについて、修正を行った。


